
◎
消
防
法
及
び
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
八
日
法
律
第
四
一
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
〇
年
五
月
一
三
日
・
参
議
院
総
務
委
員
会
）

○
国
務
大
臣
（
増
田
寛
也
君
）

消
防
法
及
び
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

大
規
模
な
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
危
険
物
施
設
に
お

け
る
危
険
物
の
流
出
等
の
事
故
の
原
因
を
調
査
す
る
仕
組
み
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
他
の
都
道
府
県
に
出
動
し
た
緊
急
消
防
援
助
隊
の
機
動
的

な
活
用
の
た
め
の
制
度
の
整
備
を
行
う
等
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
危
険
物
施
設
に
お
い
て
発
生
し
た
危
険
物
の
流
出
そ
の
他
の

事
故
で
あ
っ
て
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
当

該
事
故
の
原
因
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
権
限
を
市
町

村
長
等
に
付
与
し
、
あ
わ
せ
て
、
調
査
を
す
る
市
町
村
長
等
か
ら
求
め
が

あ
っ
た
場
合
に
、
消
防
庁
長
官
が
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
災
害
発
生
市
町
村
が
二
以
上

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動
し
た
と
き
は
、
都
道
府

県
に
消
防
応
援
活
動
調
整
本
部
を
設
置
し
、
消
防
の
応
援
等
の
措
置
の
総

合
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
が
緊
急
消
防
援
助
隊
に
対

し
、
当
該
緊
急
消
防
援
助
隊
が
行
動
し
て
い
る
災
害
発
生
市
町
村
以
外
の

災
害
発
生
市
町
村
の
た
め
、
出
動
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
、
参
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
五
月
一
六
日
）

○
高
嶋
良
充
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
大
規
模
な
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
屋

外
タ
ン
ク
等
か
ら
の
危
険
物
流
出
等
の
事
故
に
つ
い
て
、
原
因
を
調
査
す

る
仕
組
み
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
都
道
府
県
に
出
動
し
た
緊
急

消
防
援
助
隊
の
機
動
的
な
活
用
の
た
め
の
制
度
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制

消
防
法
及
び
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
八



の
整
備
、
消
防
職
団
員
の
確
保
と
報
酬
等
の
充
実
、
危
険
物
施
設
等
に
お

け
る
事
故
の
増
加
原
因
と
防
止
対
策
、
消
防
救
急
無
線
と
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
即
応
体
制
の
強
化
等
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
五
項
目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
〇
年
五
月
一
五
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
大
規
模
地
震
に
伴
う
危
険
物
施
設
の
事
故
に
よ
り
甚
大
な
被
害
の
発

生
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
危
険
物
施
設
の
耐
震
化
を
促
進

し
、
安
全
対
策
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

ま
た
、
危
険
物
施
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
等
に
伴
う
腐
食
等
劣
化

が
流
出
事
故
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
種
類
や

設
置
環
境
等
に
応
じ
た
腐
食
防
止
・
抑
制
対
策
を
推
進
し
、
事
故
防
止

に
努
め
る
こ
と
。

二
、
危
険
物
施
設
に
お
け
る
危
険
物
の
流
出
等
の
事
故
原
因
の
調
査
に
つ

い
て
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な
調
査
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
事
故
原
因
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
消
防
職
員
を
確
保
し
、
調
査
能
力
や
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま

た
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
技
術
基
準
等
へ
の
速
や
か
な
反
映
を
図

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
お
け
る
情
報
共
有
体
制
を
構
築
し
、
実
効

性
の
あ
る
事
故
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
。

三
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、
活
動
規
模
の
増
大
や
大
規
模
地
震

発
生
へ
の
懸
念
に
か
ん
が
み
、
登
録
部
隊
の
計
画
的
な
増
強
及
び
施
設

・
設
備
等
の
充
実
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
消
防
応
援
活
動
調
整

本
部
の
運
営
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
、
指

揮
・
連
携
能
力
の
向
上
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

四
、
災
害
発
生
時
に
広
範
な
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
す
る
た
め
、
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
災
害
映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

中
継
車
や
可
搬
型
受
信
装
置
の
普
及
を
含
め
全
国
的
な
映
像
受
信
範
囲

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
通
信
衛
星
へ
直
接
伝
送
す
る
技
術
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
る
こ
と
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
整
備
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
適
切
な
財
政
支
援
を
措
置
す
る

こ
と
。

五
、
災
害
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
、
初
動
及
び
応
急
対
応
の
防
災
拠
点

と
な
る
病
院
、
学
校
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
早
期
に
耐

消
防
法
及
び
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
九



震
化
を
完
了
す
る
こ
と
。
ま
た
、
消
防
団
の
地
域
防
災
に
果
た
す
重
要

性
に
か
ん
が
み
、
常
備
消
防
と
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

団
員
の
確
保
及
び
装
備
等
の
充
実
を
行
い
、
そ
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
。右

決
議
す
る
。

三
、
衆
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
五
月
二
二
日
）

○
渡
辺
博
道
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
大
規
模
な
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
危
険
物

施
設
に
お
け
る
危
険
物
の
流
出
等
の
事
故
の
原
因
を
調
査
す
る
仕
組
み
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
都
道
府
県
に
出
動
し
た
緊
急
消
防
援
助
隊

の
機
動
的
な
活
用
の
た
め
の
制
度
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

本
案
は
、
参
議
院
先
議
に
係
る
も
の
で
、
去
る
五
月
十
六
日
本
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
同
月
二
十
日
増
田
総
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴

取
し
、
同
日
質
疑
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
〇
年
五
月
二
〇
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

一

大
規
模
地
震
に
伴
う
危
険
物
施
設
の
流
出
、
破
損
等
の
事
故
に
よ
り

甚
大
な
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
関
係
各
省
の

密
接
な
連
携
の
下
に
、
危
険
物
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
な
ど
、
安

全
対
策
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
等
に
つ
い

て
は
、
腐
食
等
経
年
劣
化
が
流
出
事
故
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
種
類
や
設
置
環
境
等
に
応
じ
た
腐
食
防
止
・
抑
制
対

策
を
推
進
し
、
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

二

危
険
物
施
設
に
お
け
る
危
険
物
の
流
出
等
の
事
故
の
調
査
体
制
に
つ

い
て
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な
調
査
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
全
国
の
消
防
本
部
に
お
い
て
、
事
故
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
消
防
職
員
を
確
保
し
、
調
査
能
力
や
技
術

の
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
技
術
基
準
等

へ
の
速
や
か
な
反
映
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
お
け
る
情
報
共

有
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

三

緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、
活
動
規
模
の
増
大
や
大
規
模
地
震

発
生
へ
の
懸
念
に
か
ん
が
み
、
登
録
部
隊
の
計
画
的
な
増
強
及
び
施
設

・
設
備
等
の
充
実
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
消
防
応
援
活
動
調
整

消
防
法
及
び
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
二
〇



本
部
の
設
置
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
に
関
す
る
実
践
的
な
訓
練
を

行
い
、
指
揮
・
連
携
能
力
の
向
上
に
一
層
努
め
る
ほ
か
、
特
殊
災
害
へ

の
対
応
力
の
確
保
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
の

拡
大
等
に
伴
い
、
都
道
府
県
の
役
割
が
増
大
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

都
道
府
県
の
災
害
に
対
す
る
即
応
体
制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

四

災
害
発
生
時
に
広
範
な
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
す
る
た
め
、
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
災
害
映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

中
継
車
や
可
搬
型
受
信
装
置
の
普
及
を
含
め
全
国
的
な
映
像
受
信
範
囲

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
通
信
衛
星
へ
直
接
伝
送
す
る
技
術
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
る
こ
と
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
整
備
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
適
切
な

財
政
支
援
を
措
置
す
る
こ
と
。

五

大
規
模
地
震
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
初
動
及
び
応
急
対
応
の
防

災
拠
点
と
な
る
病
院
、
学
校
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
早

期
に
耐
震
化
を
完
了
す
る
こ
と
。
ま
た
、
消
防
団
の
地
域
防
災
に
果
た

す
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
常
備
消
防
と
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
団
員
の
確
保
及
び
装
備
等
の
充
実
を
行
い
、
そ
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
。消

防
法
及
び
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
二
一


